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↘力である。
防災用につくられたこのダムはふだんは水を溜めおいていない。したがって災害につながるような気象にならなければこのダムは隠れ
ダム然として少しの窪地の一面にしか見えないだろう。かろうじて堰堤の石積みと取水塔の建造物が，いやこれは何かが，と想像をかき
たてるだけ，といっても過言ではない。二つの被写体をうまくまとめて一つの主題に合成した巧みな写真になっている。

（講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規)
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